
問題２－９ リニアアクチェータの設計 
（１）下図のような渦まきの板バネで支持されたアクチェータを設計したい、横置きに設

置されることからＹ軸方向に重力加速度が作用する。 

この状態でアクチェータの先端部をＺ軸方向に４ｍｍ変位させた場合、先端部の倒れ（Ｙ

軸の変位量）と板ばねに作用する応力を計算せよ。 

材質はすべて構造用鋼とする。 

（２）Ｚ軸方向のバネ定数を維持したまま（下回ることは可）、Ｙ軸の倒れを現状より改善

し、板バネの応力を低減する板バネ形状を設計せよ。アクチェータ本体の寸法、板バネの

配置は現状を維持する。 

 

 

 

構造用鋼の材料物性 

  ヤング率：2.0E+05 MPa 

    ポアソン比：0.3 

  密度：7850kg/m3 

 

 

 



略解） ANSYS-Workbench での計算例 

 

               図１．解析モデル 

 

  解析モデルの注意点 

１）板バネはシェル要素でも可。 

２）応力集中部は要素分割を細かくする。 

３）自重によるたわみを計算するために、密度を考慮すること。 

４）解析は大変形問題としてステップごとに計算する。 

 



解析結果 

 
               図２．荷重と変位の関係 

 
             図３．荷重と応力、変位と応力の関係 
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